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（７）「製材業の技術と動力－戦前期日本の農村工業に関する一研究」（山田三郎

編『アジアの農村工業』アジア経済研究所）1986年。45-92頁。（南亮進・

牧野文夫）

（８）『太陽光発電の価値評価に関する調査研究（２）』（新エネルギー総合開発

機構NEDO-P-8527）,	1986年。（小川洋・牧野文夫・他）
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No.63,1987年３月）。87-112頁。

（11）「製糸業における技術選択」（南亮進・清川雪彦編『日本の工業化と技術発

展』東洋経済新報社）1987年。	43-63頁。（南亮進・牧野文夫）

	(12)	“The	Lumbering	Industry,”	 in	Ryoshin	Minami,	Power Revolution in the 

Industrialization of Japan, 1885-1940,	Tokyo,	Kinokuniya,	1987.	pp.257-

286.	（Ryoshin	MINAMI	and	Fumio	MAKINO）

（13）「女子労働の増大と男女間雇用代替」（雇用職業総合研究所編『女子労働の

新時代－キャッチ・アップを超えて』東京大学出版会）1987年。163-180

頁。

（14）“Introduction,	Adaptation,	and	Diffusion	of	Modern	Technology	in	Prewar	

Japan:	The	Case	of	Power	Looms,”	（in	Arnold	Heertje	and	Mark	Perlman	

(eds.),	Evolving Technology and Market Structure: Studies in Schumpeterian 

Economics,	Ann	Arbor,	The	University	of	Michigan	Press）,	1990,	pp.227-

245.	（Ryoshin	MINAMI	and	Fumio	MAKINO）

（15）「ラテンアメリカ諸国の経済的挫折と人口・労働市場」（小林和正・加藤寿

延編『第三世界の人口と経済開発』大明堂）1993年。41-57頁。

（16）「サービス経済化と労働需要パターン」（水野朝夫・小野旭編『労働の供給

制約と日本経済』大明堂）1995年。135-150頁。

（17）「女子の高学歴化と職業選択」（大淵寛編『女性のライフスタイルと就業行
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動』大蔵省印刷局）1995年。37-59頁。

（18）「中華民国期の農業生産」	（一橋大学経済研究所編『中華民国期の経済統

計：評価と推計』）2000年。13-47頁。（牧野文夫・羅歓鎮・馬徳斌）

（19）「中華民国期の工業生産額推計」（一橋大学経済研究所編『中華民国期の経

済統計：評価と推計』）2000年。70-104頁。（久保亨・関権・牧野文夫）

（20）“Industrial	Production	Index	Estimates	in	Republican	China,”	in	Konosuke	

Odaka,	et al.,	(eds.)	Constructing a Historical Macroeconomic Database for 

Trans-Asian Regions	 	 (International	Research	Workshop	on	the	Asian	

Historical	Statistics	Database	:	An	Appraisal	of	Project	Outcomes	and	

Future	Research	Direction),	Institute	of	Economic	Research,	Hitotsubashi	

University)	2000.	pp.73-84.	(Toru	Kubo	and	Fumio	MAKINO)

（21）「中国の中小企業と日本の中小企業政策」（黒沢惟昭編『20世紀東北アジ

アの社会・経済変動と教育』（科学研究費補助金成果報告書））2001年。

149-153頁。

（22）「民国期関内地域の農業生産高」（南亮進編『中国の近代経済成長と構造変

化に関する数量的・総合的分析：日本との比較発展史』（科学研究費補助

金成果報告書））2004年。71-119頁。

（23）「上海における食料品の消費動向・消費者選好」（菅沼圭輔編『中国・上海

の市場と福島県農産物・食品輸出の展望』福島県・アジア経済研究所）

2005年。37-62頁。（牧野文夫・羅歓鎮）

（24）「上海市場における福島県産米の国際競争力」『東京経大学会誌』247号，

2005年11月。77-89頁。（羅歓鎮・牧野文夫）

（25）「人口減少と技術進歩」（大淵寛・森岡仁編『人口減少時代の日本経済』原

書房）2006年。165-183頁。

（26）「地域人口の減少と地域経済」吉田良生・廣嶋清志(編)『人口減少時代の

地域政策』原書房，	2011年。81-98頁。

（27）地域と連携する大学教育研究会編『地域に学ぶ，学生が変わる：大学と市

民でつくる持続可能な社会』東京学芸大学出版会,2012年。113-139頁。

（28）“Growth	and	Inequality	 in	Japan:	A	Study	based	on	the	Family	Budget	

Survey,”	 	 in	 Jinjun	Xue	(ed.)	Growth with Inequality: An International 

Comparison on Income Distribution,	World	Scientific,	2012.	pp.207-227.
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（29）「收入差距与获教育水差距」（薛進軍編『不平等的増長：収入分配的国際比

較』社会科学文献出版社（中国））2013年。173-193頁。

（30）深尾京司・中村尚史・中林真幸編『講座日本経済の歴史』第３巻（近代

１），岩波書店,2017年。39-63頁。（南亮進・牧野文夫）

（31）深尾京司・中村尚史・中林真幸編『講座日本経済の歴史』第４巻（近代

２），岩波書店,2017年。43-66頁。（南亮進・牧野文夫）

（32）深尾京司・中村尚史・中林真幸編『講座日本経済の歴史』第５巻（現代

１），岩波書店,2018年。52-72頁。（南亮進・牧野文夫）

（33）深尾京司・中村尚史・中林真幸編『講座日本経済の歴史』第６巻（現代

２），岩波書店,2018年。48-68頁。（南亮進・牧野文夫）

論　文

（１）「1930年代の労働力移動」『経済研究』（一橋大学経済研究所，以下同じ）

31巻４号，1980年10月。362-367頁。

（２）「技術普及の諸条件－力織機の場合」『経済研究』33巻４号，1982年10月。

334-359頁。（南亮進・石井正・牧野文夫）

（３）「電力需要変動の要因分析」『電力経済研究』16号，	1982年５月。63-84頁。

（植木滋之・牧野文夫）

（４）	 “Conditions	 for	 Technological	 Diffusion	 :	 Case	 of	 Power	 Looms,”	

Hitotsubashi Journal of Economics,	Vol.23	No.2,	Feb.	1983.	pp.1-20.

（Ryoshin	Minami	and	Fumio	Makino）

（５）「技術選択の経済性－綿織物業の分析」『経済研究』34巻３号，1983年７

月。216-230頁。（南亮進・牧野文夫）

（６）「原子力発電コストモデル」『電力経済研究』17号，	1983年７月。99-115頁。

（矢島正之・牧野文夫）

（７）「停電コスト評価－最適供給信頼度レベルの決定」『電力経済研究』17号，	

1983年７月。117-126頁。（西野義彦・植木滋之・牧野文夫）

（８）「戦前期綿織物業における純利潤率と動力費の推計」『経済研究』34巻４

号，1983年10月，364-370頁。（南亮進・牧野文夫）

（９）「日本の産業間労働移動」『一橋論叢』90巻６号，1983年12月。62-88頁。

（10）「織物業における技術進歩」『社会経済史学』49巻６号，1984年２月。29-51
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頁。

（11）「製材業の動力革命－その経済的分析」『経済研究』37巻３号，1986年７

月。208-220頁。（南亮進・牧野文夫）

（12）	 “Choice	of	Technology:	A	Case	Study	of	 the	Japanese	Cotton	Weaving	

Industry	1902-1938,”	Hitotsubashi Journal of Economics,	Vol.	27	No.2,	

Dec.	1986.	pp.111-132.	（Ryoshin	Minami	and	Fumio	Makino）

（13）「製糸業における動力選択」『東京学芸大学紀要　第三部門　社会科学』39

集，1987年12月。31-45頁。

（14）「戦前期内航海運における技術選択－北九州・大阪間石炭輸送の分析」『経

済研究』39巻４号，1988年10月。316-324頁。

（15）「農村機業における力織機化の要因：1910-20年」『経済研究』39巻４号，

1988年10月。308-315	頁。（南亮進・牧野文夫）

（16）「日本漁業における技術進歩（1905-40年）－漁船動力化の経済分析」『技

術と文明』５巻１号，1989年５月。47-64頁。

（17）「戦間期日本海運業のエネルギー転換－ディーゼル船普及の経済分析」『社

会経済史学』55巻４号，1989年10月。34-59頁。

（18）「戦前日本における石油製品供給量の推計:1912-1936」『東京学芸大学紀要		

第三部門		社会科学』41集，1990年２月。25-30頁。

（19）「家庭エネルギーの社会経済史　1880-1940」『東京学芸大学紀要		第三部門		

社会科学』43集，1992年１月。37-73頁。

（20）「戦前日本農業における牛馬耕の普及」『松平記念経済・文化研究所紀要

（関東学園大学）』11号，1993年７月。55-84頁。

（21）「戦前東京における所得分布と生活水準の変化に関する試論」『東京学芸大

学紀要　第３部門　社会科学』48集，1997年１月。143-152頁。（牧野文

夫・谷沢弘毅）

（22）「移行経済における国有企業の組織変化と意思決定：中国・武漢市の事例」

『一橋論叢』118巻６号，1997年12月。98-116頁。（羅歓鎮・牧野文夫）

（23）「中国工業生産の推計：1933年」（一橋大学経済研究所中核的研究拠点形

成プロジェクト　ディスカッションペーパーNo.D97-18）1998年２月。（牧

野文夫・久保亨）

（24）「花莚産業における技術改良の意義－明治期農村工業品の輸出促進要因の
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検討」『経済研究』第49巻３号，1998年７月。204-217頁。（清川雪彦・牧

野文夫）

（25）「中国鉱業生産額の推計	:	1912-49年」（一橋大学経済研究所中核的研究拠

点形成プロジェクト　ディスカッションペーパーNo.D99-７）1999年12

月。（関権・牧野文夫）

（26）「中国農業生産高の推計（1931～1947）」『東京学芸大学紀要　第３部門社

会科学』54集，2003年12月。127-146頁。

（27）「中国関内地域の農業生産1931-47」『中国経済研究』２巻１号，2004年３

月。37-62頁。

（28）「中国関内における工業生産，1931～40年」『東京経大学会誌』245号，2005

年３月。71-93頁。

（29）「中国市場における日本農産物の国際競争力：福島県産米と中国・黒竜江

産米の比較を中心に」『東京経大学会誌』247号，2005年11月。117-131頁。

（羅歓鎮・牧野文夫）

（30）「戦前中国における物価・賃金：推計と分析」一橋大学21世紀COEプログ

ラム「社会科学の統計分析拠点形成」ディスカッションペーパー，No.199，

一橋大学経済研究所，2006年12月。１-119頁。

（31）「戦前中国における鉱業生産の発展」『東京学芸大学紀要　人文・社会科学

系』58集，2007年１月。103-116頁。（牧野文夫・関権）
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